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1. 要約
フラッシュメモリ版でのCPU 書き換えモード (EW1 モード )の使用例を紹介します。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は次のマイコンでの利用に適用されます。

•マイコン ：M32C/84グループ

M32C/85グループ

M32C/87グループ

M32C/88グループ

上記マイコンと同様のSFR( 周辺機能制御レジスタ )を持つ他のM32C/80 シリーズでも本プログラムを使

用することができます。ただし、一部の機能を追加等で変更している場合がありますのでユーザーズマニュ

アルで確認してください。このアプリケーションノートのご使用に際しては十分な評価を行ってください。
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CPU書き換えモード(EW1モード )を使ったユーザROM領域の書き換えについて
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3. CPU書き換えモード (EW1モード )

3.1 CPU書き換えモード (EW1モード )の特徴

CPU 書き換えプログラムをユーザー ROM 領域の任意のブロックに配置し、プログラムコマンド、イ

レーズコマンドを発行することで、CPU 書き換えプログラムと異なるブロックを書き換えることができ

ます。プログラム中、イレーズ中には周辺機能割り込み要求、DMA要求、DMACII要求を受け付けません。

3.2 CPU書き換えモード (EW1モード )の設定

FMR0 レジスタの FMR01 ビットを“1”(CPU 書き換えモード有効 ) にした後、FMR1 レジスタの FMR11
ビットを“1”にするとEW1モードになります。プログラム、イレーズの終了時の状態などは、FMR0レジ

スタで確認できます。EW1モードでは、ステータスレジスタを読めません。

EW1モードの設定と解除方法を図 3.1 に示します。

図 3.1 EW1モードの設定と解除方法

PM1レジスタ PM12ビット ← 1

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 1

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 0

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 0

注1． メモリ拡張モードまたはブートモードでEW1 。モードを使用しないでください 

CPU書き換えモードを有効にする
・FMR01ビットに“0 、”を書いた後  続けて“1”を書いてください
  、このとき  8ビット単位で書いてください
  、また  割り込みやDMA、 DMACII転送が入らないようにしてください
・NMI端子が“H”の状態で書いてください

EW1モードに設定
・FMR01ビットが“1 、”の状態で 
    FMR11ビットに“0 、”を書いた後 続けて“1”を書いてください
  、このとき  割り込みやDMA、 DMACII転送が入らないようにしてください
・NMI端子が“H”の状態で書いてください

FMR1レジスタ FMR11ビット ← 0

FMR1レジスタ FMR11ビット ← 1

CPU書き換えモードを無効にする
・FMR01ビットを“1”から“0 、”にする場合 
  上位8ビットを“00h”にして16ビット単位で書いてください

開始

CPU書き換えモード中はCPUクロックを10MHz以下に設定

内部メモリウェイトあり

終了

MCDレジスタの設定

ソフトウェアコマンド実行
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3.2.1 メモリ配置

M32C/87グループ (M32C/87, M32C/87A, M32C/87B)のフラッシュメモリ配置図を図 3.2に示します。そ

の他のマイコンに関してはユーザーズマニュアルを参照してください。

ユーザROM領域には、プログラムを格納する領域とは別に、データを格納するためのブロックAが

あります。ユーザROM 領域はいくつかのブロックに分割されており、ブロックごとに消去や書き込み

を禁止(ロック ) できます。ユーザROM領域は、CPU 書き換えモード、標準シリアル入出力モード、ま

たはパラレル入出力モードで書き換えることができます。

図 3.2 フラッシュメモリ配置図
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3.3 注意事項

3.3.1 動作速度

CPU 書き換えモード(EW1 モード) に入る前に、MCD レジスタのMCD4 ~ MCD0 ビットでCPUクロッ

クを 10MHz以下にし、かつ、PM1レジスタの PM12ビットを“1”(内部メモリウェイトあり )にして、

CPU書き換えモードに移行してください。

3.3.2 割り込み

•消去または書き込み中に、周辺機能割り込みやウォッチドッグタイマ割り込み(PM2 レジスタの

PM22ビットが“0”の場合 )要求が発生すると、消去または書き込み終了後に受け付られます。

• NMI割り込み、ウォッチドッグタイマ割り込み (PM22 ビットが“1”の場合)、Vdet4 検出割り込

み、発振停止検出割り込みは、割り込み要求発生時、強制的にFMR0 レジスタ、FMR1 レジスタ

を初期化し、消去または書き込みを途中終了します。その後、CPUはフラッシュメモリを読むこ

とができ、割り込みを実行します。

3.3.3 アクセス方法

FMR0 レジスタの FMR01 ビット、FMR02ビット、FMR1レジスタの FMR11ビットを“1”にする場

合、対象となるビットに“0”を書いた後、続けて“1”を書いてください。このとき、8ビット単位で

書いてください。なお、“0”を書いた後、“1”を書くまでに割り込みやDMA転送、DMACII 転送が入

らないようにしてください。また、NMI端子に“H”を入力した状態で行ってください。

FMR01ビットを“1”から“0”にする場合、リードアレイモードにしてから、上位8ビットを“00h”
にして16ビット単位で書いてください。

3.3.4 ユーザROM領域の書き換え

書き換え制御プログラムが格納されているブロックを書き換えないでください。

3.3.5 コマンド、データの書き込み

コマンドコード、データは偶数番地に書いてください。

3.3.6 ブロックイレーズ

NMI 割り込み、ハードウェアリセット、電源電圧の低下などで消去が途中終了した場合、消去して

いたブロックのロックビットが“0”(ロック状態 )になることがあります。再度このブロックを消去す

る場合、FMR0レジスタのFMR02ビットを“1”(ロックビット無効 )にし、ブロックイレーズコマンド

を実行してください。

3.3.7 ウェイトモード

ウェイトモードに移行する場合は、FMR0 レジスタの FMR01 ビットを“0”(CPU 書き換えモード無

効)にした後、WAIT命令を実行してください。
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3.3.8 ストップモード

ストップモードに移行する場合は、以下のようにしてください。

• FMR0レジスタのFMR01ビットを“0”(CPU書き換えモード無効 ) にし、CM1レジスタのCM10 
ビットを“1”( ストップモード )にする

• CM1レジスタのCM10ビットを“1”にする命令の次にJMP.B命令を実行する

プログラム例

BSET 0, CM1 ; ストップモードへ移行

JMP.B L1
L1：

ストップモード復帰後のプログラム

3.3.9 低消費電力モード、オンチップオシレータ低消費電力モード

CM0レジスタのCM05ビットが“1”(メインクロック停止 )のときは、次のコマンドを実行しないで

ください。

•プログラムコマンド

•ブロックイレーズコマンド

•ロックビットプログラムコマンド

•リードロックビットステータスコマンド
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4. 応用例の説明
本アプリケーションノートでは、マスタデバイスからサンプルプログラムを受信し、ユーザROM領域へ

の書き換えおよびサンプルプログラムの実行を行う、モニタプログラム例について示します。

図 4.1にシステム構成図を示します。

図 4.1 システム構成図

本アプリケーションノートで使用する各クロックを以下に示します。

本アプリケーションノートで使用する制御コマンドを以下に示します。

注1. モニタプログラムからマスタデバイスへデータを転送します。

プログラム、またはイレーズが正常終了した場合6FH( ‘o’ )を、エラー終了した場合65H( ‘e’ )を
返します。

マスタデバイスとの通信は、UART0のクロック非同期シリアルI/Oモードを使用します。

以下にUART0の設定を示します。

•使用モード ： クロック非同期シリアル I/Oモード

•通信ビットレート ： 38400bps
• CTS/RTS ： 使用していません

•ストップビット ： 1ストップビット

•パリティ ： なし

•データビット長 ： 8ビット

表 4.1 各クロックの周波数設定一覧

項目 周波数

メインクロック 10MHz
PLL周波数 30MHz(メインクロックの6逓倍の2分周)

表 4.2 制御コマンド

制御コマンド名 コマンドの説明 1 ~ 3 バイト目 4~5 バイト目 6 バイト目 ~

プログラム (書き込み )
コマンド

受信データの書き込みを

実行する
“prg” サイズ

(2バイト )

データ

(最大256バイト )
SUM値

(2バイト )
結果

(注1)

データ、SUM値の送信、結果の受信を

プログラムサイズ分繰り返し実施

イレーズコマンド ユーザROM領域の

消去を実行する
“ers” 結果

(注1)

モニタ
プログラム

マスタ
デバイス
(PCなど)

クロック非同期形シリアルI/Oモード
(38400bps)

・サンプルプログラム送信
・各コマンド送受信
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図 4.2にモニタプログラムの動作例を示します。

図 4.2 モニタプログラムの動作例

モニタプログラム マスタデバイス

イレーズコマンド
“ers”送信

リセットスタート

イレーズ処理

サンプルプログラム
(256バイト)送信

プログラム処理

プログラム( ）書き込み 
完了コード送信

SUM値(2ﾊﾞｲﾄ    )送信

SUM値チェック

サンプルプログラム
（ 256 ）バイト 受信

プログラム( ）書き込み 
コマンド“prg”送信

サンプルプログラム
サイズ(2ﾊﾞｲﾄ    )送信

サイズ(2ﾊﾞｲﾄ    )受信

SUM値(2ﾊﾞｲﾄ    )受信

（ ）プログラム 書き込み 
完了コード受信

イレーズ完了コード送信

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
(6)
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モニタプログラムの動作を以下に示します。

また、ユーザROM領域はブロック12を使用します。

•起動すると制御コマンドの受信待ち状態になります。

【受信したコマンドが“prg”の場合】

(1) データのサイズ（2バイトデータ）を受信する。

(2) 1パケット（最大256バイト）のデータを受信する。

(3) データのSUM値（2バイトデータ）を受信する。

(4) 受信データのSUM値を計算し、受信したSUM値と比較する。

(5) 不一致の場合はマスタデバイスにエラーコードを送信する。
(6) 一致した場合は、CPUクロックを 10MHz以下に設定し、ユーザROM領域に 1パケット分データを

書き込んだ後、CPUクロックを元の設定に戻す。

•正常に書き込みが完了した場合は、マスタデバイスに書き込み完了コードを送信する。

•書き込みエラーが発生した場合は、マスタデバイスにエラーコードを送信し、データの受信を完了す

る。

(7) エラーが発生していない場合、(2)~(6)をサンプルプログラムの受信を完了するまで繰り返し実行す

る。

【受信したコマンドが“ers”の場合】

(1) CPUクロックを10MHz以下に設定し、ユーザROM領域を消去した後、CPUクロックを元の設定に

戻す。
(2) 正常に終了した場合は、マスタデバイスにイレーズ完了コードを送信する。
(3) イレーズエラーが発生した場合は、マスタデバイスにエラーコードを送信する。
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5. 構造体

6. 関数表

宣言 typedef struct buff{
    unsigned char   command[ CMD_SIZE ];
    unsigned short  size;
    unsigned char   prg_data[ RECORD_SIZE ];
    unsigned short  rev_sum;
}REV_BUFF;

変数 unsigned char   command[ CMD_SIZE ] 受信コマンド

unsigned short  size 受信サイズ

unsigned char   prg_data[ RECORD_SIZE ] RECORD_SIZE(256)バイトのデータ格納配列

unsigned short  rev_sum SUM値格納変数

機能説明 受信したサンプルプログラム(256バイト )とSUM値を格納します。

宣言 void main(void)

概要 メイン関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) 変数名 使用内容

REV_BUFF rb 受信データ格納用配列
サイズデータ
SUM値を格納

戻り値 なし

機能説明 CPU動作モード、周辺機能を初期化します。

マスタデバイスからデータを受信し、コマンドを実行します。
実行結果をマスタデバイスへ送信します。

宣言 void mcu_init(void)

概要 CPU初期設定関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 なし

機能説明 PLLクロックをCPUクロックに選択します。

宣言 void peripheral_init(void)

概要 周辺機能初期設定関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 なし

機能説明 UART3の送受信設定とタイマA0の10msタイマ設定を行います。
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宣言 void cpu_slow(void)

概要 CPU低速化処理関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 なし

機能説明 CPUクロックをメインクロックに設定します。

宣言 void cpu_fast(void)

概要 CPU高速化処理関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 なし

機能説明 CPUクロックをPLLクロックに設定します。

宣言 unsigned char rev_byte(unsigned char *rev_data)

概要 コマンド1バイト受信関数

引数 引数名 意味

unsigned char *rev_data 受信コマンド格納用配列のアドレス

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 型 値 意味

unsigned char COMPLETE 正常終了

ERR_URT_TMO タイムアウト

ERR_URT_RCV 受信エラー

機能説明 1バイトの受信データを配列に格納します。

宣言 unsigned char rev_cmd_check(unsigned char *cmd_buff)

概要 コマンドチェック関数

引数 引数名 意味

unsigned char *cmd_buff 受信コマンド格納用配列の先頭アドレス

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 型 値 意味

unsigned char REV_ERASE イレーズコマンド受信

REV_PROGRAM プログラムコマンド受信

REV_ERROR 受信エラー

機能説明 受信した文字列を判定し、該当コマンドを返します。



M32C/80 シリーズ CPU書き換えモード (EW1モード)を使ったユーザROM領域の書き換えについて

RJJ05B1625-0100 Rev.1.00 Page 11 of 26
2010.09.15

宣言 unsigned short rev_size(void)

概要 サイズ受信関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 型 意味

unsigned short 受信サイズ

機能説明 マスタデバイスから送られてきた、受信サイズを返します。

宣言 unsigned char rev_data(void)

概要 プログラムデータ受信関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) 変数名 使用内容

REV_BUFF rb 受信データ格納用配列
サイズデータ
SUM値を格納

戻り値 型 値 意味

unsigned char COMPLETE 受信成功

ERROR 受信失敗

機能説明 256バイトのデータとSUM値を受信します。

受信データのSUM値と、受信したSUM値を比較します。

受信データが256バイト以下の場合は、残りをFFhで埋めます。

宣言 void snd_msg( unsigned char *msg)

概要 メッセージ送信関数

引数 引数名 意味

unsigned char *msg 送信メッセージの配列の先頭アドレス

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 なし

機能説明 マスタデバイスへメッセージを送信します。

宣言 unsigned char erase(void)

概要 フラッシュメモリ消去関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 型 値 意味

unsigned char COMPLETE 正常終了

ERR_CMD_SEQ コマンドシーケンスエラー

ERR_ERASE イレーズエラー

ERR_PROGRAM プログラム書き込みエラー

機能説明 指定されたブロックをEW1モードで消去し、フルステータスチェックを実行し

ます。
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宣言 unsigned char receive_program(void)

概要 フラッシュメモリ書き込み関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) 変数名 使用内容

REV_BUFF rb 受信データ格納用配列
サイズデータ
SUM値を格納

戻り値 型 値 意味

unsigned char COMPLETE 正常終了

ERROR 書き込みデータエラー

ERR_ERASE イレーズエラー

ERR_PROGRAM プログラム書き込みエラー

ERR_CMD_SEQ コマンドシーケンスエラー

機能説明 マスタデバイスから受信したサイズ、データ、SUM値を取得します。

指定されたアドレスから最大256バイトのデータをEW1モードで書き込みます。

書き込みに失敗した場合、クリアステータスコマンドを実行します。

宣言 unsigned char block_erase_command(unsigned short far* addr)

概要 ブロックイレーズ関数

引数 引数名 意味

unsigned short far* addr イレーズするブロックのアドレス

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 型 値 意味

unsigned char COMPLETE 正常終了

ERR_CMD_SEQ コマンドシーケンスエラー

ERR_ERASE イレーズエラー

ERR_PROGRAM プログラム書き込みエラー

機能説明 指定したブロックに対してブロックイレーズコマンドを実行し、フルステータス
チェックを実行します。



M32C/80 シリーズ CPU書き換えモード (EW1モード)を使ったユーザROM領域の書き換えについて

RJJ05B1625-0100 Rev.1.00 Page 13 of 26
2010.09.15

宣言 unsigned char program_command(unsigned short far* addr,unsigned short *buff)

概要 プログラム関数

引数 引数名 意味

unsigned short far* addr 書き込み先の先頭アドレス

unsigned short *buff 書き込むデータ (2バイト )

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 型 値 意味

unsigned char COMPLETE 正常終了

ERR_CMD_SEQ コマンドシーケンスエラー

ERR_ERASE イレーズエラー

ERR_PROGRAM プログラム書き込みエラー

機能説明 指定されたアドレスに対してプログラムコマンドを実行し、フルステータス
チェックを実行します。

宣言 unsigned char full_status_check(void)

概要 フルステータスチェック関数

引数 なし

使用変数 (グローバル ) なし

戻り値 型 値 意味

unsigned char COMPLETE 正常終了

ERR_CMD_SEQ コマンドシーケンスエラー

ERR_ERASE イレーズエラー

ERR_PROGRAM プログラム書き込みエラー

機能説明 フルステータスチェックを行い、結果を返します。
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7. フローチャート

7.1 メイン関数

図 7.1 メイン関数

main(void)

CPU初期設定
mcu_init()

CPU初期設定処理

3 ？バイト受信したか 

？正常終了か 

受信サイズ初期化

受信コマンド

command= REV_ERASE default

Yes

No

周辺機能初期化設定

フラッシュ消去

erase()

peripheral_init()
周辺機能初期化処理

rev_byte(&rev_command[i])
コマンド1バイト受信

rev_cmd_check(&rev_command[0])
受信コマンドチェック

フラッシュ書き込み

receive_program()

受信サイズ初期化

No

Yes

command= REV_PROGRAM

受信サイズをインクリメント

？正常終了か 

Yes

No

注1． 、 。 本アプリケーションノートでは エラー発生時にはメッセージの送信のみを行っています 
      。必要に応じてエラー処理を追加してください 

send_message(“e”)
エラー終了送信(注1)

send_message(“o”)
正常終了送信

受信エラー

U3C1レジスタ ← 07h

TABSRレジスタ ← 01h

UART3 送受信許可

タイマA0カウント開始

マスカブル割り込み許可

マスカブル割り込み許可
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7.2 CPU初期設定関数

図 7.2 CPU初期設定関数

mcu_init(void)

PRCRレジスタ PRC0ビット ← 1

PLC0レジスタ PLC07ビット ← 1

プロテクトOFF

MCDレジスタ MCD4~MCD0ビット ← 10010b

tsu(PLL)待つ

CM1レジスタ CM17ビット ← 1

return

メインクロック1分周(分周なし)モード

PLLを動作 (注1)

PLL周波数シンセサイザ発振安定待ち

PRCRレジスタ PRC0ビット ← 0 プロテクトON

PLC0、 PLC1レジスタを設定
PLC0レジスタ ← 0101 0011b
PLC1レジスタ ← 0000 0010b

PLLクロックの逓倍率を3逓倍に設定 (注1)

注1. PLC0レジスタとPLC1レジスタを16 。ビット単位で同時に書き換えています 

CPUクロックをPLLクロックに設定
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7.3 周辺機能初期設定関数

図 7.3 周辺機能初期設定関数

peripheral_init(void)

UARTモード データ長8ビット
、内部クロック 1ストップビット
、パリティなし 反転なし

return

U3BRGレジスタ ← UART_BRG 通信速度を38400 bpsに設定

U3BRG ：カウントソース f1
CTS 、機能禁止 LSBファースト

《 UART3 》の設定 

U3SMRレジスタ ← 00h
U3SMR2レジスタ ← 00h
U3SMR3レジスタ ← 00h
U3SMR4レジスタ ← 00h

送信禁止
受信禁止
送信割り込み要因選択ビット

《 タイマA0 》の設定 

TA0レジスタ ← TIM10MS 10msタイマ設定

タイマA0割り込み禁止

送信割り込み優先レベル選択ビット
割り込み要求なし

受信割り込み優先レベル選択ビット
割り込み要求なし

機能選択レジスタで使用する端子の設定

ワンショットタイマモード
ワンショット開始ビット有効

：カウントソース f8

U3MRレジスタ

U3C0レジスタ

U3C1レジスタ

S3TICレジスタ

S3RICレジスタ

TA0MRレジスタ

TA0ICレジスタ

SMD2~SMD0ビット ← 101b
CKDIRビット ← 0
STPSビット ← 0
PRYビット ← 0
PRYEビット ← 1
IOPOLビット ← 0

CLK1~CLK0ビット ← 00b
CRSビット ← 1
TXEPTビット ← 0
CRDビット ← 1
NCHビット ← 0
CKPOLビット ← 0
UFORMビット ← 0

TEビット ← 0
TIビット ← 1
REビット ← 0
RIビット ← 0
U3IRSビット ← 0
U3RRMビット ← 0
U3LCHビット ← 0

ILVL2~ILVL0ビット ← 000b
IRビット ← 0

ILVL2~ILVL0ビット ← 000b
IRビット ← 0

TMOD1~TMOD0ビット ← 10b
MR1ビット ← 0
MR2ビット ← 0
MR3ビット ← 0
TCK1~TCK0ビット ← 01b

ILVL2~ILVL0ビット ← 000b
IRビット ← 0
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7.4 CPU低速化処理関数

図 7.4 CPU低速化処理関数

7.5 CPU高速化処理関数

図 7.5 CPU高速化処理関数

cpu_slow(void)

PRCRレジスタ PRC0ビット ← 1 プロテクトOFF

CPU ：クロック メインクロック(注1)CM1レジスタ CM17ビット ← 0

PRCRレジスタ PRC0ビット ← 0 プロテクトON

return

注1. 10MHz 。以下になるように設定してください 

cpu_fast(void)

PRCRレジスタ PRC0ビット ← 1 プロテクトOFF

メインクロック分周なしMCDレジスタ MCD4~MCD0ビット ← 10010b

PRCRレジスタ PRC0ビット ← 0 プロテクトON

return

CM1レジスタ CM17ビット ← 1 CPU ：クロック PLLクロック
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7.6 コマンド1バイト受信関数

図 7.6 コマンド1バイト受信関数

rev_byte(unsigned char *rev_data)

return (result)

1 ？バイト受信したか 

Yes (ir_ta0ic = 1)

No (ri_u0c1 = 0)

ONSFレジスタ TA0OSビット ← 0

？受信したか 

タイマA0割り込み要求クリア

rev_buff ← U0RB

Yes(result = COMPLETE)

No (result = ERR_URT_TMO)

ONSFレジスタ TA0OSビット ← 1 タイマA0ワンショット開始

10ms ？経過したか 
(注1)

result ← ERR_URT_TMO

タイマA0ワンショット停止

？正しく受信したか 

*rev_data ← rev_ buff & FFh result ← ERR_URT_RCV

Yes (ri_u0c1 = 1) No (ir_ta0ic = 0)

result ← COMPLETE 受信結果の初期化

Yes ((rev_buff & F000h) = 00h)

No

一旦バッファに格納

受信したデータを
配列に格納

注1. 。コマンド受信のみタイムアウト処理を行っています 
       、 。その他の受信ではタイムアウト処理を行っていませんので 必要に応じて追加してください 

TA0ICレジスタ ILVL2~ILVL0ビット ← 000b
IRビット ← 0

【 】 引数 
unsigned char *rev_data： 受信コマンド格納用配列のアドレス
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7.7 コマンドチェック関数

図 7.7 コマンドチェック関数

7.8 サイズ受信関数

図 7.8 サイズ受信関数

rev_cmd_check
(unsigned char *cmd_buff)

return (command)

受信コマンドが
“ers” ？か 

Yes

No

command ← REV_ERASE イレーズコマンド

受信コマンドが
“prg” ？か 

Yes

No

command ← REV_PROGRAM プログラムコマンド

command ← REV_ERROR 受信結果の初期化

【 】 引数 
unsigned char *cmd_buff： 受信コマンド格納用配列の先頭アドレス

rev_size(void)

return (rev_size)

1 ？バイト受信したか 

Yes (ri_u0c1 = 1)

No (ri_u0c1 = 0)

rev_size ← U0RB & FFh サイズデータ上位を格納

格納データを左に8ビットシフトrev_size ← rev_size << 8

1 ？バイト受信したか 

Yes (ri_u0c1 = 1)

No (ri_u0c1 = 0)

rev_size ← rev_size | (U0RB & FFh) 、サイズデータ下位を格納し 上位データと合わせる
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7.9 プログラムデータ受信関数

図 7.9 プログラムデータ受信関数

rev_data(void)

return (result)

受信サイズ分
？受信したか 

Yes (ri_u0c1 = 1)

No (ri_u0c1 = 0)

sum ← sum + rb.prg_data[i]

1 ？バイト受信したか 

rb.prg_data[i] ← U0RB & FFh

sum ← 0

受信したデータを格納

受信サイズをデクリメント

result ← COMPLETE

buff -> prg_data[i] ← FFh

Yes

result ← FAIL

SUM値の初期化

Yes (i = RECORD_SIZE)

No (i ＜  RECORD_SIZE)

rb.size ← rb.sum - 1

1 ？バイト受信したか 

buff->rev_sum ← U0RB & FFh

1 ？バイト受信したか 

rb.rev_sum ←
(rb.rev_sum ) | ((U0RB & FFh) << 8)

受信サイズ分
prg_data[i]にデータを

？格納したか 

SUM ？値が等しいか 

Yes (sum = (rb.rev_sum))

No

SUM値加算

No

SUM値(下位)受信

受信したSUM値(上位)とSUM値(下位)を合わせる

受信したデータが
256バイト未満の場合
残りを“FFh”で埋める

受信結果の初期化

No (ri_u0c1 = 0)

Yes (ri_u0c1 = 1)

No (ri_u0c1 = 0)

Yes (ri_u0c1 = 1)
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7.10 メッセージ送信関数

図 7.10 メッセージ送信関数

return

Yes (*mess !=‘¥0’)

No (*mess =‘¥0’)

送信バッファに
？データがあるか 

U0TBレジスタ ← *mess 1バイト送信

Yes (ti_u0c1 = 0)

No (ti_u0c1 = 1) U0TBレジスタにデータが
なくなるまで待つ

send_message
(const unsigned char *mess)

？送信データがあるか 

【 】 引数 
const unsigned char *mess： 送信メッセージの配列の先頭アドレス
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7.11 フラッシュメモリ消去関数

図 7.11 フラッシュメモリ消去関数

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 0

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 1
CPU書き換えモード有効(注1)

return(ret)

erase(void)

cpu_slow()
CPU低速化処理

PRCRレジスタ PRC1ビット ← 1

PM1レジスタ PM12ビット ← 1

PRCRレジスタ PRC0ビット ← 0

プロテクトOFF

：内部メモリウェイト 1ウェイト

プロテクトON

FMR1レジスタ FMR11ビット ← 0

FMR1レジスタ FMR11ビット ← 1
EW1モード(注2)

？正常終了か 
No

Yes(ret = COMPLETE)

？正常終了か 
No

Yes(ret = COMPLETE)

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 0 CPU書き換えモード無効

*addr ← CLR_STS_CMD

注1. FMR0レジスタのFMR01 、ビットは “0” 、を書いた後 続けて“1” 。 、を書いてください このとき 
       8 。 、ビット単位で書いてください また “0” 、を書いた後 “1”を書くまでに割り込みやDMA 、転送 
       DMACII 。転送が入らないようにしてください 
注2. FMR1レジスタ FMR11ビットを“1” 、にするときは FMR0レジスタのFMR01ビットが“1” 、の状態で 
       FMR11ビットに“0” 、を書いた後  続けて“1” 。 、を書いてください このとき 8 。ビット単位で書いてください 
       “0” 、を書いた後 “1”を書くまでに割り込みやDMA 、転送  DMACII 。転送が入らないようにしてください 
       FMR11 、ビットは  NMI端子が“H” 。の状態で書いてください 
       FMR01ビットを“0” 、にすると FMR11ビットは“0” 。になります 

CPU初期設定
cpu_fast()

CPU高速化処理

周辺機能初期化設定
peripheral_init()

周辺機能初期化処理

U3C1レジスタ ← 07h

TABSRレジスタ ← 01h

UART3 送受信許可

タイマA0カウント開始

full_status_check()
フルステータスチェック

block_erase_command(addr)
ブロックイレーズ関数

*addr ← CLR_STS_CMD

マスカブル割り込み禁止

マスカブル割り込み許可
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7.12 フラッシュメモリ書き込み関数

図 7.12 フラッシュメモリ書き込み関数

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 0

return(ret)

CPU書き換えモード無効

receive_program(void)

rev_size()
サイズ受信関数

rev_data()
プログラムデータ受信関数

受信サイズ > 0？ 

？受信成功か 

Yes (ret = COMPLETE)

No

cpu_slow()
CPU低速化処理

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 0

FMR0レジスタ FMR01ビット ← 1

PRCRレジスタ PRC1ビット ← 1

PM1レジスタ PM12ビット ← 1

PRCRレジスタ PRC1ビット ← 0

プロテクトOFF

：内部メモリウェイト 1ウェイト

プロテクトON

FMR1レジスタ FMR11ビット ← 0

FMR1レジスタ FMR11ビット ← 1
EW1モード(注2)

full_status_check()
フルステータスチェック

？正常終了か 
No

Yes(ret = COMPLETE)

*addr ← CLR_STS_CMD

？正常終了か 
No

Yes(ret = COMPLETE)

次の書き込みアドレスへ

正常終了もしくは
？受信サイズ分書き込んだか 

Yes

No

注1. FMR0レジスタのFMR01 、ビットは “0” 、を書いた後 続けて“1” 。 、を書いてください このとき 
       8 。 、ビット単位で書いてください また “0” 、を書いた後 “1”を書くまでに割り込みやDMA 、転送 
       DMACII 。転送が入らないようにしてください 
注2. FMR1レジスタ FMR11ビットを“1” 、にするときは FMR0レジスタのFMR01ビットが“1” 、の状態で 
       FMR11ビットに“0” 、を書いた後  続けて“1” 。 、を書いてください このとき 8 。ビット単位で書いてください 
       “0” 、を書いた後 “1”を書くまでに割り込みやDMA 、転送  DMACII 。転送が入らないようにしてください 
       FMR11 、ビットは  NMI端子が“H” 。の状態で書いてください 
       FMR01ビットを“0” 、にすると FMR11ビットは“0” 。になります 

CPU書き換えモード有効(注1)

No

Yes

マスカブル割り込み禁止

*addr ← CLR_STS_CMD
CPU初期設定

cpu_fast()
CPU高速化処理

周辺機能初期化設定
peripheral_init()

周辺機能初期化処理

U3C1レジスタ ← 07h

TABSRレジスタ ← 01h

UART3 送受信許可

タイマA0カウント開始

マスカブル割り込み許可

program_command
(addr,&buf_data)

プログラム関数
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7.13 ブロックイレーズ関数

図 7.13 ブロックイレーズ関数

7.14 プログラム関数

図 7.14 プログラム関数

return(ret)

block_erase_command
(unsigned short far* addr)

*cmd ← 0020h

*cmd ← 00D0h

cmd ← addr

？消去完了したか 

Yes(fmr00 = 1)

No(fmr00 = 0)

full_status_check()
フルステータスチェック

？正常終了か 
No

Yes(ret = COMPLETE) *addr ← CLR_STS_CMD

ブロックの最上位番地(ただし偶数番地)に“0020h”を書く

ブロックの最上位番地(ただし偶数番地)に“00D0h”を書く

【 】 引数 
unsigned short far* addr： イレーズするブロックのアドレス

return(ret)

program_command
(unsigned short far* addr, unsigned short *buff)

*cmd ← 0040h

*cmd ← *buff

cmd ← addr

？書き込み完了したか 

Yes(fmr00 = 1)

No(fmr00 = 0)

full_status_check()
フルステータスチェック

？正常終了か 
No

Yes(ret = COMPLETE) *addr ← CLR_STS_CMD

ブロックの最上位番地(ただし偶数番地)に“0040h”を書く

データの書き込み

【 】 引数 
unsigned short far* addr： 書き込み先の先頭アドレス
unsigned short *buff： 書き込むデータ(2バイト)
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7.15 フルステータスチェック関数

図 7.15 フルステータスチェック関数

full_status_check(void)

return (ret)

FMR07ビット = 1
かつ

FMR06ビット = 1？ 

Yes

No

FMR06ビット = 1？ 
Yes

No

コマンドシーケンスエラー

FMR07ビット = 1？ イレーズエラー

プログラム書き込みエラー

Yes

No
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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